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～興味・関心から問いを立てる～ 

 2 学期の探究は、自らの研究課題（リサーチクエスチョン）を決めることがメインの活動になります。

そこで、今回の探究では、【①自らの興味・関心をマインドマップに挙げ、視覚化する ②周りの人とお

互いのマインドマップについて質問をする ③質問を経て、マインドマップに書き足す ④探究で扱いた

い内容をマインドマップからピックアップする ⑤問いを作ってみる ⑥問いを共有する】という流れで

取り組みました。 

～生徒の振り返り～ 

・私は普段から自分の好きな事や気になった事は書き出

しているので、今回書き出すのはあまり苦労しません

でした。ただ、忘れていることもあったので改めて自

分と向き合う事が出来ました。人によって書いている

ことが全然違ったので面白かったです。周りの人の新

たな一面も知れました。日ごろから色んな事に関心を

持って問いをもてるようにしたいです。 

・マインドマップを書いてみて海外（外国）からの枝分

かれが一番書けていることに気が付いた。今までは一

番子供(保育士)について興味があると思っていたので

驚いた。また、今まで自分は趣味や好きなことがひと

つもないと思っていたが今回の授業を通して、意外に

も自分の好きなことや興味のあることはあるのだと気

が付くことができた。マインドマップのように自分に

ついて文字に書き起こすことも大切だなとわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現時点で自分の知っていることしかマインドマップに

は書けないのでそれを追求してどんどん新しいことを

知って知識を増やしていきたいと思った。自分の中で

興味のある方向性はだいたい固まってきていると感じ

た。他の人と問いの中にはなるほどと思うものが沢山

あった。現在だけでなく、将来においての問いを立て

ることは自分の考えに無かったので取り入れたいと思

った。自分の興味のある分野がいくつかある場合でも

どこかで関係しているかもしれないのでもっと追求し

てみたくなった。 

・関係ないと思っていた分野が最後つながったり、あ

まり興味がないと思っていた分野が広く広がった

りし、書き出すことで気づく発見があると学んだ。

また、今後何か考えるときは、頭の中だけで考える

のではなく、紙などに書き出して、共通点や考えて

いなかったことを発見するべきだと考えた。 

 

・興味のある内容や調べてみたいことはいくつかあっ

たが、マインドマップで可視化して具体的に考える

と、イメージしにくく知りたいことがなかなか見つ

からないものがあった。また、自分のことについて

はある程度深められても、ほかの人のマインドマッ

プを見ると、自分の知らない内容だからか質問が見

当たらなかった。内容を深めるためには、ある程度

知識が必要であることが分かった。逆に同じ内容に

関しては、自分にはなかった視点からマップを広げ

ていて、新しい発見になった。今後何かを調べたり

考えたりするときや実際に研究するときも、人の意

見を積極的に聞いていきたい。 
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・いざ書き出してみると、あらゆる方面に自分の関心が

伸びて行ったが、結局は同じようなジャンルの問いに

なり、1 つになって戻ってくるということに気づいた。

今まで小中高で学んできた内容や、実際に自分が経験

したこと、今の日本や世界の状況を踏まえて出てきた

素直な疑問、意見を出し惜しむことなくするというこ

とを今後の人生で活かしていきたい。 

・実際にマインドマップを作成してみると、自分の興

味のあることは意外とたくさんあると気づいた。今

までは興味のあることはないと感じていたので、わ

からないことや知らないことも、一度マインドマッ

プのように可視化すると分かるようになるのだと

気づいた。このようなマインドマップを作ることで

自分の気づいていなかった視点、新たな視点を見つ

けられた。二年生になって研究をしている時でも、

このようなことをしたら新たなアイデアが生まれ

ると思うので、今後に生かしていきたい。 

・自分の好きなことやそれから連想されるものをとに

かくたくさん書いていくと、自分が何に興味がある

のか、何が好きなのかが詳細にわかるようになっ

た。頭の中のことをいったん全部書き出してみるこ

とは結構意味があることなのだと感じた。 

・自分が興味のあることについてだと沢山の疑問が溢れ

てきて、どれも知りたいことだらけになってしまうの

で、問いを作るのが難しいと感じました。今回の探究

ではデータなどを使って考察するようなので、感覚論

で終わってしまいそうなものは果たして問いにしてい

いものなのかなとも思いました。ただ、友達と話して

いて感覚的なものは何か心理学と繋がりがあるのかも

しれないと思ったので、心理学と絡めていけば面白い

研究テーマになるのかなと思いました。 

・興味関心を改めてマインドマップに可視化すること

で、自分でも気づけていなかった関心のつながり

や、偏りのある分野をみつけられました。 隣の人と

話し合うときには、自分でも考えたことのないこと

を質問されて、改めて関心の理由について考えさせ

られました。 自分の中で、「趣味」で好きなことと、

将来性のある「関心」とを一緒にはできないので、

関心に関する興味を増やせたらいいと思いました。 

 

～生徒の立てた問い(一例)～ 

・日本を含む国（外国）それぞれのこどもの成長に有

効的な運動とは？ 

・人類の想像力は何によって培われているのか。 

・メイクをすることは若者にどのような影響を与える

のか。 

・ピザが丸いのは、私たちの心と何か関係があるのか。 

・レジ袋の有料化は人々にどんな心理を与え、プラス

チック問題の解決策としての効果はあるのか。 

・ヨーロッパの人には何故自由な人が多いのか？アジ

アとの違いは？ 

・言語学･地理学の観点から日本･海外の人々の哲学に

ついて考える。そしてそれを踏まえて、全ての性別

の平等は実現するのか。また今ある性別によるそれ

ぞれの差を埋めるためにはどのような法律を設け

るべきか。 

・猫はなぜ生存競争を勝ち抜くことができたのか？ 

・女性アイドルが男性アイドルよりも短命と言われる

のはなぜなのか。 

・なんでディズニーは高いのに行きたくなるのか。 

・AI が人間の仕事を奪っていくと言われているが、人

間が続けていく仕事と AI が奪ってしまう仕事の差

とは何か。 

・過去に新しい薬が開発された時、どのようにして成

分や薬が開発されたか。 

・なぜ(いつから)海洋ゴミ問題(マイクロプラスチック

問題)が深刻化しているのか、大きな要因は何か？ 

担当より 

マインドマップを通して、改めて自分の興味・関心 

のある分野を把握できましたか。書き出すことで見つ

かるものもあったかと思います。そこから立てた問い

は、十人十色で今から皆さんの研究内容が非常に楽し

みです。 

成田   

 


